
災害時要援護者支援の
グローバルスタンダード
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　私は救命救急医として災害医療に関わる中で、2013年
フィリピン台風被害に対してＮＧＯの活動で医療支援を行
いました。その活動中、現地の助産師が行う妊婦健診に参
加する機会がありました。現地助産師は、赤ちゃんが心配
でやってくる妊婦に対し、体重測定、血圧測定、子宮底長
の測定、ドップラーを用いた胎児心拍数測定を行い胎児が
元気か、妊婦の健康状態をチェックしていました。
　日本での一般的な妊婦健診でも、同様の検査は行われて
おり、それに加えて経腹超音波検査、経腟超音波検査、妊
娠の時期や状況によっては胎児心拍数モニタリングの機械
を腹部に装着し、胎児が元気であるかどうかを調べたり採
血をしたりします。普段から日本とは全くちがうシステム
で妊婦健診をしている地域で、被災した妊婦に行われてい
た妊婦健診は、はたしてグローバルスタンダードに基づい
たものなのであろうか、という疑問を持ち、災害時要支援

者に対するグローバルスタンダードについて国内外の文献
を検索しました。
　以下に、検索した文献を紹介します。
　人道支援のバイブルとも言える The Sphere Project に
は、子ども、女性、ＨＩＶ感染患者、高齢者、身体障害者
が災害時要援護者としてあげられており、災害時要援護者
の声を聴くことの困難さについても言及されています。具
体的に、女性が安全に使えるトイレや授乳場所の確保、妊
娠中の低栄養を回避するためのサプリメントの配布、性暴
力に対する性感染症予防やカウンセリングなどの対応と
いった目標が記されています。
　「Health Concerns of Women and Infants in Times 

of Natural Disasters: Lessons Learned from Hurricane 

Katrina」という論文が2007年にアメリカで発表されまし
た。ハリケーンカトリーナにより、被災したたくさんの妊

千船病院産婦人科　山下　公子

小さな命を救え。災害時の母子救護 � 〈短期集中連載〉

図１　災害時の女性に対しどのような支援が必要か、という模式図
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婦や小児は、シェルターに避難しても安全な水や食料を手
に入れたり、適切な医療を受けることは困難であり、スト
レスから胎児に重篤な影響を受ける危険性があると指摘さ
れています。災害後、ＭＲワクチン（麻疹と風疹のワクチン）
接種が勧められますが、妊婦は風疹ワクチンの接種が禁忌
であるので、妊娠しているかどうかの確認をする必要があ
ると記されています。総じて、自然災害において妊婦、小
児は災害時要援護者となりうるため、平時から妊産婦、小
児への対応を準備しておくべきであると勧めています。
　Women's refugee commitment と い う 機 関 に よ り 人
道支援に使用するために作られた「ＭＩＳＰ（Minimal 

Initial Service Package）」 と い う 指 標 の 中 に は、for 
Reproductive Health として、女性や周産期に対応するべ
くまとめられた章があります。ここには災害時や紛争時に
は女性を性暴力の被害から守るシステム作りや望まない妊
娠に対する避妊法が必要であると記されています。周産期
死亡率・新生児死亡率の低下をめざし安全な分娩環境を整
えることが推奨されています（図１）。
　アメリカの州や地域の防災計画のための指標として作
成された、「A Toolkit for State and Local Planning and 

Response」には、災害弱者として特に小児のへの対応が
詳細に示されています。この文献によると、災害発生が日
中であれば被災児が親と離れている可能性があり、それだ
けでもリスクになります。また、小児は状況の理解ができ
ないためにストレスを受けやすく、年齢（月齢）によって
身体的にも精神的にも大きく異なるので、それぞれ個別の
対応をする必要があります。
　ニューヨーク市で作成された「Hospital Guidelines for 

Pediatric Preparedness」にも同様に小児への対応が記載
されています。このガイドラインによると、小児は月齢に
よって食事内容が母乳から離乳食、成人と同じ食事へと大
きく異なるため、各々の月齢に対応できる食事を備蓄して
おく必要があるとされています。具体的には、新生児には

母乳が望ましく、６か月～９か月児には粉ミルクと母乳や
離乳食、９か月～１歳児には一口サイズの野菜やマッシュ
ポテトなど、１歳～２歳児にはやわらかい一口サイズの食
べ物を用意するよう記載されています。窒息するリスクの
あるもの、ホットドックやぶどう、肉の塊は避けるように、
という指示までありました。
　国内の文献では、東京都福祉保健局が作成した「妊産婦・

乳幼児を守る災害対策ガイドライン」に災害時要援護者
としての妊産婦、乳幼児への対応が詳しくまとめられてい
ます。このガイドラインは東日本大震災時、子どもがうる
さいと言われ避難所を出ていかざるを得なかった家族や物
資がなかなか届かなかった妊産婦の声を拾い上げ作成され
たもので、妊産婦、授乳婦への特別なケアが必要であると
最初に明記されています。そのために準備するべき具体的
な物品があげられており、赤ちゃんのための紙おむつや粉
ミルク、離乳食、保温用のタオルや衣服、授乳婦のための
母乳パッドや褥婦のための生理用ナプキンなどの細やかな
対応が求められています。もちろん準備するのは物資だけ
ではなく、メンタルケアも必要であると記されています。
　ここまでご紹介した文献から言えることは、人道支援分
野では世界的に妊産婦や小児は災害弱者として広く認識さ
れており、対応するための詳細なガイドラインがたくさん
作られているということです。日本は特に、東日本大震災
という大きな災害を乗り越えつつあり、その経験を生かし
防災計画やガイドラインが再検討されているところが多い
と思います。世界の流れに乗るだけでなく、日本からも災
害が起こったら被災者の中に妊婦や乳幼児がいないかどう
かを確認し、妊婦・乳幼児の安全を確保するため真っ先に
動く必要があること、地域とのつながりが強い消防関係者
が次世代を守るために中心的な役割を果たすことを、世界
に先駆けて発信していく必要があると思います。
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